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特定保守管理医療機器 　 デジタルアノスコープ

 ３．動作原理

【禁忌・禁止】 　光源兼画像制御装置は、照明用の光源および画像の入出力の制御

・【使用目的又は効果】に記載した目的以外には使用しない 　装置である。

　こと。 　本装置は、各種ボタンによる画像調整が可能であるとともに、ビ

・本装置を絶対に分解や改造しないこと。 　デオ端子、Ｓビデオ端子、ＵＳＢ端子の信号出力を３系統備えて

・本装置の操作について熟知した医師以外は使用しないこと。 　いる。

　これにより、画像装置、記録装置は、機種を特定することなく、

　一般市販の外部機器と接続して使用することが出来る。

【形状・構造及び原理等】 　本装置のカメラヘッド部に硬性直達肛門鏡等を接続することによ

 １．形状 　り、光源より照射された光による診断部の直接目視ができるほか、

　診断部画像の撮影、表示、転送、記録、印刷など様々な操作を行

　うことが可能である。

【使用目的又は効果】*

　本装置は、硬性直達肛門鏡または硬性直腸鏡に直接またはアダプ

　ターを介して接続することにより、肛門部、下部消化管の診断を

　するための光源兼画像制御装置である。

　光源より照射された光により、接続した硬性直達肛門鏡または硬

　性直腸鏡から診断部を直接目視することが出来るほか、一般市販

　のパーソナルコンピュータ、ディスプレイモニター、画像記録装

　置、ビデオプリンター等と接続し、診断部の画像を撮影、表示、

　記録、転送、印刷をすることが出来る。

　また、リモコン入力端子にフットスイッチ等を接続することによ

　り、画像の記録操作をリモートコントロールすることが出来る。

① 光源兼画像制御装置 【使用方法等】

② 画像撮影カメラ兼ファイバーケーブル  １．使用前の準備

③ 電源コード 　１）画像撮影カメラ兼ファイバーケーブルと電源コードを光源兼

　　　画像制御装置に接続する。

 ２．構造 　２）画像を表示または記録する外部機器（パソコン、ディスプレ

　本装置は、光源兼画像制御装置、画像撮影カメラ兼光源用ファ 　　　イモニター、画像記録装置等）に接続する。

　イバーケーブル、電源コードからなる。 　３）カメラヘッド部に硬性直達肛門鏡または硬性直腸鏡を直接又

　　　はアダプターを取り付けて接続する。

　　光源兼画像制御装置 　４）それぞれの機器の電源コードを商用電源に接続する。

　　・光源　ハロゲンランプ（100W）

　　・照明　5000lx以上  ２．基本操作

　　・画素数　41万画素 　１）それぞれの機器が適切かつ安全に接続されていることを確認

　　・信号方式　2:1インターレス 　　　し、それぞれの電源スイッチを入れる。

　　・使用電源　AC100V ±10%　50/60Hz 　２）パソコンまたはディスプレイモニターの画像を確認しながら、

　　・消費電力　150VA 　　　調光ボリュームにて光源の光量を調節する。

　　・外部映像出力　複合映像信号（ＢＮＣコネクタ） 　３）カメラヘッド部のフォーカスリングにより、画像の焦点距離

　　　　　　　　　　Ｓ映像信号（Ｓ端子） 　　　を調節し、色調整ボリューム、ＡＧＣスイッチにより、画質

　　　　　　　　　　ＵＳＢ信号（ＵＳＢ端子） 　　　の調整を行なう。

　　　　　　　　　　リモコン入力端子（φ3.5ピン端子） 　４）接続した硬性直達肛門鏡又は硬性直腸鏡を肛門より挿入し、

　　・Ｓ／Ｎ比　46dB以上 　　　パソコン又はディスプレイモニターに表示された患部の画像

　　・画像調整機能　感度切り替え（ＡＧＣ ＯＦＦ/ＡＧＣ ＯＮ） 　　　により、検査、診断を行なう。

　　　　　　　　　　ホワイトバランス（ＡＷＣ/ＭＷＣ Ｒ．Ｂ） 　　　また、患部の画像を接続したパソコン又は画像記録装置に記

　　　　　　　　　　明るさ調整つまみ 　　　録する。

　　・外形寸法　幅：270mm　奥行：390mm　高さ：96mm

 ３．使用後の操作

　　画像撮影カメラ兼光源用ファイバーケーブル 　１）記録した画像が、パソコン又は画像記録装置に正しく保存さ

　　・撮影素子　1/2インチ丸型カラーＣＣＤ 　　　れていることを確認する。

　　・焦点距離　f=19.8mm 　２）接続した硬性直達肛門鏡又は硬性直腸鏡をカメラヘッド部か

　　・フォーカス範囲　カメラヘッド部より40～100mm 　　　ら外す。

　　・撮影領域　高さ：20±2mm　幅：27±3mm 　３）それぞれの機器の電源スイッチを落とす。

　　・防水型 JIS C 0920 保護等級7 防侵型準拠（先端から170mm 　４）電源コードを商用電源から外す。

　　　まで適応） 　５）接続した外部機器（パソコン、ディスプレイモニター、画像

　　・カメラヘッド長さ：177.7mm 　　　記録装置）を本装置から外す。

　　・ファイバーケーブル長さ：1500mm 　６）機器を清浄にする。

機械器具25　医療用鏡

一般医療機器　内視鏡用光源・プロセッサ装置　JMDNコード：34540001

取扱い説明書を必ずご参照下さい。
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　４．メンテナンス方法 【保守・点検に係る事項】

　　ア）カメラヘッド部は水道水及び消毒液にて洗浄、消毒を行う 　１）機器及び部品は必ず定期点検を行うこと。

　　　　こと。 　２）しばらく使用しなかった機器を使用するときは、使用前に

　　イ）光源兼画像制御装置は乾いた柔らかい布で拭くこと。 　　　必ず機器が正常にかつ安全に動作することを確認すること。

　　ウ）汚れが取れにくいときは、水で薄めた中性洗剤を布やガー

　　　　ゼ等にしみ込ませて軽く拭くこと。ベンジン、シンナーな 【製造販売業者及び製造業者等の氏名又は名称及び住所等】

　　　　どは外装部の塗装や表示が剥げたり、変質する恐れがある 　製造販売元

　　　　ので使用しないこと。 　株式会社荒川製作所　

　〒120-0013

【使用上の注意】 　東京都足立区弘道1-3-26

　重要な基本的注意 　TEL 03-5888-6855

　１）使用前の点検 　FAX 03-5888-6880

　・不測の事故を回避し、本装置の性能を十分に発揮するために、

　　本装置が正しく作動するか使用前の点検を必ず行なうこと。 　製造元

　・点検により異常があることが判明した場合は、使用を中止し、 　株式会社荒川製作所　

　　ただちに販売店に連絡して所要の措置を講じること。 　東京都足立区弘道1-3-26

　・火災、感電の原因となるので、電源はAC100Vを使用すること。

　・感電事故を防止するために、アースが完全に接続されている

　　ことを確認すること。

　・全ての機器が正常かつ安全に作動するために、全てのコードが

　　正しく接続されていることを確認すること。

　・水のかからない場所に設置すること。

　・他の機器と併用する際は、正確な診断を誤らせたり危険をおこ

　　す恐れがあるので注意して使用すること。

　２）電磁干渉

　・電磁波による影響により、画像にノイズが発生した場合は、電

　　磁波の発生する機器の電源を切るか、本装置より遠ざけること。

　３）使用中の注意

　・本装置の使用中は、全ての機器及び患者に異常のないことを絶

　　えず監視すること。

　・使用中に機器及び患者に異常が発見された場合には、患者の安

　　全を確認した上で、機器の運転を止めるなど適切な措置を講ず

　　ること。

　・患者が機器に触れることのないよう注意すること。

　・目の障害を起こす恐れがあるので、点灯中に光源の光を直視し

　　ないこと。

　・強い光を撮らないこと。

　・本装置の近くでは携帯電話等を使用しないこと。

　・本装置を落下させたり、強い衝撃を与えないように注意するこ

　　と。

　・断線の恐れがあるため、ファイバーケーブルは引っ張ったりし

　　ないこと。　

　・本添付文書の【使用目的又は効果】に記載した目的以外には使

　　用しないこと。

　・火災や爆発の恐れがあるので、化学薬品の保管場所や可燃性ガ

　　スの雰囲気中で使用しないこと。

　４）使用後の注意

　・接続したコード類の取り外しの際は、必ずプラグを持って取り

　　外すこと。コードを持って引き抜くとコードの断線や機器の落

　　下を招く恐れがある。

　・次回の使用に備えて機器は清浄にし、コード類は整理して適切

　　な場所に保管しておくこと。

　５）故障したときは機器の分解などはせず、適切な表示を行い、

　　　修理は専門家に任せること。

　６）機器は改造しないこと。

【保管方法及び有効期間等】

 １．保管方法*

　保管場所については次の事項に注意すること。

　　ア）本装置に水のかからない場所に保管すること。

　　イ）温度、湿度、気圧、風通しに注意し、直射日光、埃、塩分

　　　　や硫黄分の含んだ空気など、悪影響の生ずる恐れがない場

　　　　所に保管すること。

　　ウ）傾斜、振動、衝撃、落下の恐れのない安定した場所に保管

　　　　すること。

　　エ）化学薬品の保管場所や可燃性ガスの発生する場所に保管し

　　　　ないこと。

 ２．耐用期間*

　　本製品の耐用期間は製品出荷後6年とする。(自己認証による)

取扱い説明書を必ずご参照下さい。
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